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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第108期
第３四半期
連結累計期間

第109期
第３四半期
連結累計期間

第108期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

完成工事高 (千円) 57,948,380 58,921,168 97,850,449

経常利益 (千円) 4,359,062 3,100,139 7,589,378

四半期(当期)純利益 (千円) 2,355,803 1,573,957 4,191,646

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,137,073 1,526,874 4,216,487

純資産額 (千円) 28,304,650 30,796,193 30,384,008

総資産額 (千円) 77,200,362 69,194,216 74,742,706

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 50.96 34.05 90.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.3 44.0 40.2

　

回次
第108期
第３四半期
連結会計期間

第109期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益又は四
半期純損失(△)

(円) 10.23 △2.84

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．完成工事高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より次の２社は重要性が増加したことにより、連結の範囲に含めておりま

す。

株式会社東新製作所、SHINKO PLANTECH(THAILAND)CO.,LTD.　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）におけるわが国経済は、当初、

震災の復興需要や設備投資の持ち直しにより、景気は回復傾向にありましたが、欧州の財政危機問題や

新興国の経済成長の鈍化等による世界経済の減速、円高や株価低迷の長期化等の影響により足踏み状

態となり、先行き不透明な環境が続いてまいりました。しかしながら、年末には新政権が発足し、その政

策への期待感から円安・株高に転じ、国内景気回復への期待が高まっております。

　当社グループを取り巻く事業環境につきましては、主要顧客であります石油・石油化学業界では、国

内の石油製品の需要減少や国際的な競争激化などを背景に、依然として厳しい状況が継続しており、過

剰な石油・石油化学設備の停止・廃止等の動きが加速するとともに、競争力の強化と存亡をかけた取

り組みが更に進展しつつあります。こうした状況下で、メンテナンスや設備投資は引き続き抑制されて

おり、当社グループにとって厳しい受注環境が継続しております。

　当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、受注高は前年同期比2.7％減の63,020,085

千円となり、完成工事高は前年同期比1.7％増の58,921,168千円となりました。また、経常利益は、受注

価格の下落や競争の激化、海外大型案件の採算悪化等の影響により、前年同期比28.9％減の3,100,139

千円、四半期純利益は前年同期比33.2％減の1,573,957千円となっております。
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(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計の残高は、前連結会計年度末より5,548,490千円減少

し69,194,216千円となりました。この主な理由は、期末直近の仕掛工事の増加による未成工事支出金が

13,437,272千円増加したものの、仕掛工事の増加に伴う資金需要、仕入先への一部見直しによる支払条

件の緩和及び税金の中間納税等により現金及び預金が5,293,869千円、工事代金の回収により受取手形

・完成工事未収入金が10,628,435千円、資金運用を控えたことにより有価証券が2,998,975千円それぞ

れ減少したことによるものであります。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計の残高は、前連結会計年度末より5,960,676千円減少

し期末残高は38,398,022千円となりました。この主な理由は、期末直近の仕掛工事増加により未成工事

受入金が2,922,404千円増加したものの、支払条件の一部変更による手形期日の短縮等により支払手形

・工事未払金が6,756,401千円、課税所得減少及び法人税率引下げ等による未払法人税等が2,251,016

千円それぞれ減少したことによるものであります。

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計の残高は、前連結会計年度末より412,185千円増加

し30,796,193千円となりました。この主な理由は、保有株式の市場悪化によるその他有価証券評価差額

金が64,731千円減少したものの、四半期純利益の計上等により利益剰余金が452,788千円増加したこと

によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は46,843千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,310,892同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は     
100株であります。

計 46,310,892同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

─ 46,310,892─ 2,754,473─ 1,372,023

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　　80,800

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 46,198,300461,983 ─

単元未満株式 普通株式　　 31,792 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 46,310,892― ―

総株主の議決権 ― 461,983 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式 2,000株(議決権20個)含まれて

おります。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式37株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
新興プランテック株式会社

横浜市磯子区新磯子町27番
地５

80,800─ 80,800 0.17

計 ― 80,800─ 80,800 0.17

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和14年建設省令第14号）に準じて作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,615,438 8,321,569

受取手形・完成工事未収入金 32,816,858 22,188,422

有価証券 2,998,975 －

未成工事支出金 7,180,297 20,617,570

繰延税金資産 642,451 471,464

その他 369,767 1,414,148

貸倒引当金 △19,117 △12,975

流動資産合計 57,604,671 53,000,199

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,578,250 3,561,435

土地 7,245,812 7,466,812

その他（純額） 645,951 730,975

有形固定資産合計 11,470,014 11,759,222

無形固定資産 250,553 226,608

投資その他の資産

投資有価証券 4,109,616 3,397,211

前払年金費用 1,000,617 564,927

長期前払費用 13,306 6,351

繰延税金資産 58,126 62,371

その他 318,048 283,673

貸倒引当金 △82,248 △106,349

投資その他の資産合計 5,417,466 4,208,185

固定資産合計 17,138,034 16,194,016

資産合計 74,742,706 69,194,216
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 36,010,305 29,253,904

短期借入金 551,319 408,132

未払法人税等 2,396,421 145,405

未成工事受入金 1,640,330 4,562,735

工事損失引当金 210,800 1,002,332

完成工事補償引当金 26,600 16,700

賞与引当金 811,037 298,872

役員賞与引当金 30,000 16,725

その他 1,827,375 1,774,266

流動負債合計 43,504,190 37,479,072

固定負債

長期借入金 57,897 335,444

繰延税金負債 371,286 176,407

退職給付引当金 73,562 64,498

役員退職慰労引当金 235,619 108,323

その他 116,142 234,275

固定負債合計 854,507 918,949

負債合計 44,358,698 38,398,022

純資産の部

株主資本

資本金 2,754,473 2,754,473

資本剰余金 1,688,884 1,688,884

利益剰余金 25,517,925 25,970,714

自己株式 △37,323 △37,461

株主資本合計 29,923,959 30,376,610

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 128,975 64,243

為替換算調整勘定 5,334 △6,485

その他の包括利益累計額合計 134,310 57,758

少数株主持分 325,737 361,825

純資産合計 30,384,008 30,796,193

負債純資産合計 74,742,706 69,194,216
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年12月31日)

完成工事高 57,948,380 58,921,168

完成工事原価 51,172,257 53,446,145

完成工事総利益 6,776,122 5,475,023

販売費及び一般管理費 2,473,270 2,518,283

営業利益 4,302,852 2,956,739

営業外収益

受取利息 20,063 10,738

受取配当金 78,112 82,723

受取賃貸料 133,474 124,191

受取保険金 － 138,194

その他 47,824 31,227

営業外収益合計 279,474 387,075

営業外費用

支払利息 16,032 15,973

売上割引 76,066 97,355

為替差損 78,074 56,426

その他 53,090 73,919

営業外費用合計 223,264 243,675

経常利益 4,359,062 3,100,139

特別利益

固定資産売却益 5,954 426

特別利益合計 5,954 426

特別損失

固定資産売却損 95 4,127

固定資産除却損 2,094 2,973

投資有価証券評価損 44,239 －

ゴルフクラブ入会金評価損 2,812 3,914

特別損失合計 49,241 11,015

税金等調整前四半期純利益 4,315,775 3,089,550

法人税、住民税及び事業税 1,815,846 1,444,743

法人税等調整額 66,271 40,978

法人税等合計 1,882,117 1,485,722

少数株主損益調整前四半期純利益 2,433,657 1,603,828

少数株主利益 77,854 29,870

四半期純利益 2,355,803 1,573,957
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　　　【四半期連結包括利益計算書】
　　　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,433,657 1,603,828

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △300,124 △65,133

為替換算調整勘定 3,539 △11,820

その他の包括利益合計 △296,584 △76,953

四半期包括利益 2,137,073 1,526,874

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,060,838 1,497,405

少数株主に係る四半期包括利益 76,235 29,468
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、㈱東新製作所及びSHINKO PLANTECH(THAILAND)CO.,LTD.については、重要性が

増加したため、連結の範囲に含めております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

(会計上の見積もりの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より平成24年４月１日以降に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

　当社は、平成24年５月28日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度を平成24年６月28日をもって廃止する

ことを決議いたしました。また、平成24年６月28日開催の定時株主総会において、本制度廃止日までの在任期間に

対応する退職慰労金を打ち切り支給することとし、その支給時期は、各役員の退任時とすることを決議いたしまし

た。

　これに伴い、本制度廃止日までの期間に対応する役員退職慰労引当金100,700千円を固定負債の「その他」へ振

り替えております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。 な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 375,104千円減価償却費 370,782千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,155,762 25平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

　
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,155,755 25平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当連結グループは、報告セグメントがエンジニアリング業のみであり、当連結グループの業績における

「その他」の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」は不動産の賃貸、保険代理

店業務などであります。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

当連結グループは、報告セグメントがエンジニアリング業のみであり、当連結グループの業績における

「その他」の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」は不動産の賃貸、保険代理

店業務などであります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

 １株当たり四半期純利益 50円96銭 34円05銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益(千円) 2,355,803 1,573,957

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,355,803 1,573,957

普通株式の期中平均株式数(株) 46,230,387 46,230,089

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

新興プランテック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長　　田　　清　　忠    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石　　田　　健　　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新興
プランテック株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平
成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新興プランテック株式会社及び連結子会社の
平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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